
（特非）　おおいた環境保全フォーラム

（特非）　環境修復保全機構

ユネスコエコパークを活用したSDGsを
学ぶESD環境教育推進事業

カンボジア王国コンポンチャム州スレイサントール郡における
持続可能な資源循環型農業の普及を通した安全な農産物の生産
と販売を目指した農業組合の能力強化と女性エンパワメント

 大分県

 カンボジア

活動地域

活動地域

観察遊歩路整備 300 m

通路整地、駐車場整備 200 ㎡

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 30 ％

ワークショップ
開催回数 14 回
ワークショップ
参加者数 199 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 50 ％

実 践

ひろげる助成

1年目

実 践

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
● 芽野国有林フィールドの環境整備は、作業スタッ
フで定期的に当該活動フィールドの約350m2の下
刈り、約250m2の下枝切、間伐等の森林管理を実施
した
● 自然体験活動及びESD教育活動の拠点フィールド
の環境整備は、作業スタッフで定期的に通路整地
等を約200m2、木柵80mの設置及び隣接する中岳
キャンプ場を合わせた約600m2の除草、草刈りを
行った
● ととろの森自然学校フィールド及び遊学の森
フィールドの七つの体験プログラムを開発した

活動内容と成果
● 持続的農業に係るワークショップを2コミューン
にて計14回開催し、延べ199人が参加した
● 地域にモデルファームが2か所立ち上げられ、周辺
農家への持続的農業普及のための拠点づくりがな
された
● スレイサントール農業組合が立ち上げられ、規約
や組合員の役割などが明文化された
● 成功している農業組合の視察を実施し、農業組合
の運営方法等を学んだ
● スレイサントール農業組合の集出荷場が設置され
た

課　題
エコパークの理念、目的の啓発周知による意識変革
を促し、MAB計画に基づく「環境・経済・文化」が統
合的に機能した持続可能な社会の構築に向けた取組
みが課題である。

目　標
エコパークの理念・目的の認知と理解が地域社会や
住民に広く浸透することで、自然環境の保全と利用
が両立した持続可能な地域社会の形成。

課　題
残留農薬の多い農産物は付加価値をつけられないた
め市場の開拓が難しく、生産した農産物を安価に販
売せざるを得ないでいる。

目　標
農村地域における女性を中心とした農業組合が付加
価値をつけた上で安全な農産物を販売することで、
女性の社会参加や地位の向上を図る。
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堆肥槽設置のデモンストレーションの様子堆肥槽設置のデモンストレーションの様子

活動スタッフと活動看板活動スタッフと活動看板

農業組合設立セレモニーの様子農業組合設立セレモニーの様子

不安定な状況変化への順応的対処に万全を期し、住民、自治体、地域大学や教育機
関と協働、連携し、エコパークの理念・目的である持続可能な自然と共生した地域
社会の創出という目標に向け活動を推進する所存である。

農業組合を運営していくにはまだ多くの課題があるが、まずは少人数の組合メン
バーが中心となり、しっかりと持続的農業を実践し、安全な農産物を生産し、組合
を通して販売していけるよう活動をしていきたい。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス感染症対策のた
め市外からの移動自粛～小学生の感
染増加とクラスター多発等で予測で
きない状況の中での活動日程の調整。

■工夫した点
地域住民を中心に活動スケジュール
を組み、会員、指導員は、余裕を持っ
て員数を準備しローテーションで調
整を実施した。

■苦労した点
資機材を受け取った現地農家が農業
組合員に必ずしもならなかったた
め、組合員を増員することが難し
かった。

■工夫した点
1コミューンで実施予定だったワー
クショップを現地農家からの要望に
応えて2か所で実施し、対応した。
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